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‭株式会社オルツ‬

‭（コード番号：260A 東証グロース）‬

‭ニュースリリース‬

‭オルツ、日経クロストレンド「未来の市場をつくる100社【2025年版】」に選出‬

‭　株式会社オルツ（本社：東京都港区、代表取締役：米倉 千貴）は、株式会社日経BP（本社：東京都港区、社長‬
‭CEO：井口 哲也）が運営する日経クロストレンドの「未来の市場をつくる100社【2025年版】」に選出されまし‬
‭た。昨年の「未来の市場をつくる100社【2024年版】」では「AI・生成AI」分野にて選出いただき、昨年に続き、‬
‭2年連続の選出となります。‬

‭※ご参考：‬‭https://alt.ai/news/news-2403/‬

‭　当社は、「個⼈の記憶の永遠化・意思の再現・個⼈の価値の最⼤化により⾃律社会の実現を加速させるパーソナ‬
‭ル⼈⼯知能」の開発を⽬指し、「ラボーロからオペラへ」と「私たちの存在を永遠にする」の２つをミッションに‬
‭掲げ、創業より⼀貫して「P.A.I.」（パーソナル⼈⼯知能）の研究開発を⾏っております。「P.A.I.」（パーソナル‬
‭⼈⼯知能）とは、私たち⾃⾝の意思をデジタル化し、それをクラウド上に配置してあらゆるデジタル作業をそのク‬
‭ローンにさせることを⽬的としたAIであり、当社は、全ての⼈が⾃分のAIを持つことによって、労働（Lavoro）か‬
‭ら解放され、アーティスティックな営み（Opera）に没頭することができる世界を実現することを⽬指していま‬
‭す。‬

‭　このたび、当社のAI技術の普及と企業のAI／DX化の取り組みが評価され、「未来の市場をつくる100社【2025年‬
‭版】」の「生活・金融」部門で選出されました。‬

‭■「P.A.I.」（パーソナル人工知能）の研究と実用化‬

https://alt.ai/news/news-2403/


‭　当社は、一人ひとりにとって最適な「P.A.I.」の開発と普及を通じて、現在および未来における人々の可能性と‬
‭価値を最大化することを目指し、「生成AI」がトレンドワードになる以前の10年前から、生成AIおよびAI領域の研‬
‭究・開発を行っております。‬

‭　2020年にローンチした主力事業「‬‭AI GIJIROKU‬‭」は、パーソナライゼーション技術を搭載したAIの学習機能に‬
‭よって、利用を重ねるごとに文字起こしの精度が向上し、業務効率化やコミュニケーションの促進を実現する「‬
‭Communication Intelligence」です。これまでに8,000社以上の企業に導入され、ユーザーのみなさまの議事録作成‬
‭や情報共有の負担を大幅に軽減し、業務効率化に貢献する「実働するAI」としての役割を果たしています。‬

‭　また、当社は、2030年までに5,000万人分の労働人口をAIクローンで補うことを目標に掲げており、この挑戦を‬
‭通じて、日本のGDP10兆ドルの実現に貢献したいと考えています。この取り組みは、当社がミッションに掲げる、‬
‭世界中の人々が非生産的な労働から解放され、より豊かな生活を送ることができる社会の実現に向けたものです。‬

‭＜企業まるごとAI化、イメージ動画＞‬

‭（‬‭https://youtu.be/cMvKYvlUImo‬‭）‬

‭■今後の展望‬
‭　2024年10月、当社は東京証券取引所グロース市場へ上場いたしました。今後も、パーソナル人工知能の普及と‬
‭実用化を通じて、日本発のイノベーションに向けて、AI技術の研究・開発に邁進するとともに、日本のAI技術発展‬
‭への貢献ならびに個人と企業に新たな価値を提供してまいります。‬

‭■日経クロストレンドの「未来の市場をつくる100社」特集について‬
‭　日経クロストレンドの「未来の市場をつくる100社」特集は、2019年より毎年12月に掲載している恒例企画で‬
‭す。複数のVC（ベンチャーキャピタル）をはじめとした各界識者への取材や、『日経トレンディ』（2024年11月‬
‭号）の特集「スタートアップ大賞2024」の登場企業を含めて、企業をリストアップ。その中から、「新しい市場‬
‭（新規性）」「売れる（成長期待）」「生活の変化（社会インパクト）」という3つの視点で日経クロストレンド‬
‭編集部が評価し、新時代を切り開き、2025年に飛躍が期待できる100社として選出しました。‬

‭◆注目の10分野で有望企業をピックアップ‬

https://gijiroku.ai/
https://youtu.be/cMvKYvlUImo


‭　今回取り上げる100社は、「コマース（8社）」「マーケティングDX（12社）」「エンタメ・アート（18社）」‬
‭「SDGs・ESG（11社）」「コミュニケーション（10社）」「健康・ウェルビーイング（6社）」「フードテック‬
‭（8社）」「シニア（6社）」「生活・金融（14社）」「旅行・インバウンド（7社）」という10分野の有望企業で‬
‭す。‬

‭記事リンク先：‬‭https://xtrend.nikkei.com/atcl/contents/18/01089/00001/‬

‭■株式会社オルツについて‬
‭2014年11月に設立された当社は、「P.A.I.」（パーソナル人工知能）、AIクローンをつくり出すことによって「人‬
‭の非生産的労働からの解放を目指す」企業です。また、AIの対話エンジンの開発から生まれた音声認識テクノロ‬
‭ジーを活用したCommunication Intelligence「AI GIJIROKU」を筆頭として、そのほか、PoC（Proof of Concept、‬
‭概念実証）により様々なビジネス上の課題を切り口としてソリューション展開するプロダクト（「altBRAIN」、「‬
‭CLONEdev」、「altTalk」など）を開発・提供しています。‬
‭https://alt.ai/‬

‭商号　　：株式会社オルツ‬
‭代表者　：代表取締役社長　米倉 千貴‬
‭事業内容：デジタルクローン、P.A.I.の開発を最終目的とした要素技術の研究開発とそれらを応用した‬
‭　　　　　製品群（Communication Intelligence「AI GIJIROKU」等）の展開、AIソリューションの提供‬
‭創業　　：2014年11月‬
‭所在地　：東京都港区六本木七丁目15番７号‬

‭＜報道関係者からのお問い合わせ先＞‬
‭株式会社オルツ　広報 西澤‬

‭e-mail：‬‭press@alt.ai‬
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